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概要 

現在、障碍者もインターネットが使えるための支援技術の環境が整ってきて

いることもあり、多くの障碍者が一般の人々と同じように、インターネットを

活用する機会が増してきている。特に、視覚障碍者においては点字ディスプレ

ーや、音声読み上げソフトの活用により、今までは点字資料、カセットテープ、

対面朗読を中心としたアナログ的な手段でしか情報を得ることが出来なかった

が、インターネットを活用できるようになり、いつでもどこでも自力で欲しい

情報を得ることが出来るようになった。また、メールやBlogなどで情報を発信

することも出来るようになった。聴覚障碍者もネットで流れる映像コンテンツ

に字幕が付与されるなどの配慮があれば、リアルに映像からの情報を得ること

が出来る。自分の感情を上手く表現できない自閉症や、発話が上手く出来ない

障碍者などにおいても、持ち歩きできる手軽な携帯やスマートフォンのアプリ

ケーションや機能を活用することで、コミュニケーションのバリアを軽減でき

る。更に生活の行動範囲においても、例えば四肢に障碍があり買い物が不自由

だったりする障碍害者などは、ネットショッピングで自由に買い物が出来るよ

うになり、他人に頼ることなく行動できる範囲が広がった。 

このように、インターネットは障碍者の障碍のバリアを軽減し社会参加・自

立へ大きな役割を果たしている。そのインターネットを障碍害も含め、だれも

がアクセス可能で便利に使えるようにためには、今後は更なる支援技術の発達

は当然のことながら、ウェブコンテンツのアクセシビリティ、また障碍者が電

子機器を使い始めるスタート時の設定や教育、トラブルが起こった時など支援
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をする体制は欠かせない。国よって差はあるが、法律や規格などによりアクセ

シビリティを配慮していくよう決まりがあるので、ぜひ、情報を発信する側や

関係者はそういった知識を身につけ、実行に移していって欲しい。 
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